
第
３６
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選

手
権
大
会
は
８
月
２６
日
～
２７
日
の
両

日
、
兵
庫
県
尼
崎
市
記
念
公
園
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
男
子
８
種

目

（７
体
重
別
と
２２
歳
未
満
の
部
）

５７６
人
、
女
子
７
種
目
‐３７
人
の
計
７‐３
人
、

昨
年
よ
り
も
９２
人
増
え
過
去
最
多
の

エ
ン
ト
リ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

試
合
場
を
６
試
合
場
に
変
更
し
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
た
。

初
日
の
開
会
式
で
は
米
田
圭
佑
大
会
副
委
員
長
が
挨
拶
、
大
会
名
誉
顧
問
の
白

井
文
尼
崎
市
長
が
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
試
合
が
行
わ
れ
た
。

男
子
６６
蛇
級
は
烏
居
智
男
５
段

（了
徳
寺
学
園
）
が
旧
６５
唯
級
と
合
わ
せ
て
７

年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

６０
咆
級
は
小
川
武
志
４
段

（了
徳
寺
学
園
）

が
２
年
連
続
３
度
目
。

７３
蛇
級
は
北
川
勝
広
３
段

（ア
ル
ゼ
）
、

８‐
蛇
級
は
谷
口
徹

３
段

（旭
化
成
）
、

２２
歳
未
満
は
松
岡
晃
史
２
段

（十
全
会

・
十
全
病
院
）
が
制
し
た
。

女
子
５７
蛇
級
は
昨
年
の
カ
イ

ロ
世
界
選
手
権
大
会
代
表
だ

っ
た
宮
本
樹
理
２
段

（了

徳
寺
学
園
）
が
、

５２
蛇
級
は
吉
村
依
子
３
段

（セ

コ
ム
）
が
初
優
勝
し
た
。

４８
唯

級
は
宝
真
由
美
２
段

（
コ
マ
ツ
）
が
２
年
連
続
２
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。

最
終
日
、
男
子
９０
聴
級
は
数
々
の
国
際
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
矢
菩
雄
大
４
段

（了

徳
寺
学
園
）
が
本
大
会
初
出
場

。
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

１００
唯
超
級

の
片
渕
慎
弥
４

段

（了
徳
寺
学
園
）
も
社
会
人
デ
ビ

ュ
ー
戦
を
圧
倒
的
な
強
さ
で
初
優
勝
し
、

１００

蛇
級
は
家
泉
祟
３
段

（旭
化
成
）
が
実
力
派
ぞ
ろ
い
の
階
級
を
制
し
た
。
女
子
７８

蛇
級
で
は
平
岡
麻
美
３
段

（平
成
国
際
大
柔
道
ク
ラ
ブ
）
が
２
年
ぶ
り
２
度
目
。

７８
蛇
超
級
の
馬
籠
恵
子
２
段

（ほ
の
ぼ
の
会
）
、

７０
唯
級
七
條
芳
美
３
段

（了
徳
寺

学
園
）
、

６８
蛇
級
徳
久
瞳
２
段

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）
が
い
ず
れ
も
初
優
勝
。

咆
倣

、.l弁 ぃ 玉 拘 r

開会式であいさつする米田圭佑 大会副委員長
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開会式で歓迎のあいさつをする白井尼崎市長
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選手宣警する松山選手 (旭化成 )全国各地から出場した選手が集う開会式



男
子

‐００
ｋｇ
超
級

　

”
新
人
片
測
、
地
一死
ち
び
っ
子
全
戸
援
を
背
に
堂
々
の
優
勝
“

新
日
本
製
鐵

。
広
畑
の
落
合
は
、
順
調
に
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦
で
、
巨
体
を
生
か
し
オ
ー
ル

一

本
勝
で
勝
ち
上
が

っ
た
昨
年
の
覇
者
旭
化
成
松
山
と
対
戦
。
序
盤
、
落
合
は
奥
襟
を
持

っ
て
圧
迫
を

加
え
る
松
山
に
防
戦

一
方
で
あ

っ
た
が
、
開
始
１
分
に
指
導
１
を
受
け
た
後
は
、
負
け
じ
と
組
合
い
、

１
分
２７
秒
右
大
外
刈
か
ら
右
支
釣
込
足
へ
の
連
絡
技

一
本
で
、　
一
昨
年
に
続
い
て
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

一
方
の
日
本
中
央
競
馬
会
の
片
渕
は
、
巨
体
に
似
合
わ
な
い
俊
敏
な
動
き
で
徐
々
に
本
領
を
発
揮
し
、

平
成
管
財
市
ノ
渡
等
強
一象
を
薙
ぎ
倒
し
て
準
決
勝
戦

へ
。
こ
れ
も
全
試
合

一
本
勝
の
旭
化
成
大
鋸
と

の

一
戦
は
、
片
渕
が
盛
ん
に
内
股
、
小
外
刈
で
大
鋸
の
巨
体
を
揺
さ
ぶ

っ
た
後
、
２
分
４５
分
に
場
外

付
近
に
て
小
外
刈
で
技
あ
り
を
奪
う
と
、
終
盤
を
う
ま
く
捌
い
て
大
鋸
を
降
す
。
片
測
堂
々
の
決
勝

戦
進
出
。

決
勝
戦
は
、
共
に
組
合
わ
ず
３４
秒
に
両
者
指
導
１
を
受
け
る
も
、
中
盤
過
ぎ
ま
で
引
手
争
い
に
終
始
。

よ
う
や
く
３
分
１５
秒
、
片
渕
が
組
際
の
小
外
掛
で
効
果
を
奪
う
。
そ
し
て
残
り
１５
秒
、
片
渕
、
逆
襲

に
出
る
落
合
の

一
瞬
の
隙
を
衝
い
て
、
場
外
近
く
内
股
で
跳
ね
上
げ
る
と
、
落
合
は
大
き
く
宙
を
舞

っ
て
そ
の
場
に
落
下
。
地
元
大
阪
出
身
の
新
人
片
渕
、
初
優
勝
を
豪
快
な

一
本
勝
で
飾
る
。

優勝した片渕選手

(日 本中央競馬会 )

片
渕
の
話

６
月

の
全
日
本
実
業
団
体
対
抗

（札
幌
市
）
で

第
二
部
に
落
ち
た

の
は
非
常

に
悔
し
か

っ
た
。
社

会
人
デ
ビ

ュ
ー
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

つ
た
が
、

こ
の
大
会
は
絶
対
優
勝
し
よ
う
と
気
合

い
を
入
れ

て
き
た
。

１００
％
の
力
を
出
し
切
れ
た
と
思
う
。
決

勝
で
は
効
果
の
あ
と
守
り
に
入
り
そ
う
に
な

っ
た
が
、

攻
め
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
。
講
道
館

杯
で
も
優
勝
し
た
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
片
渕
慎
弥

言
本
中
込
朋蜃
３

準
優
勝
　
落
合
幸
治

新
日
本
製
鐵

広
Ｕ

第
３
位
　
松
山
　
毅

危
化
じ

第
３
位
　
大
鋸
　
新

危
化
じ

▽
準
々
決
勝

○
松
山
　
小
外
掛
　
　
森

冗
州
電
を

○
落
合
　
優
勢
勝
　
　
保
立

タ
ル
ゼ

○
大
鋸
　
掬
い
投
　
　
河
野

危
化
Ё

Ｏ
片
渕
　
優
勢
勝
　
　
木
村

危
化
ど

▽
準
決
勝

○
落
合
　
支
釣
込
足
　
松
山

○
片
渕
　
優
勢
勝
　
　
大
鋸

▽
決
勝

○
片
渕
　
内
股
　
　
　
落
合

男
子
‐００
ｋｇ
級
　
”尻
上
が
り
に調
子
を
上
げ
た
家
泉
、
準
々
決
勝
戦
か
二
本
勝
で悲
願
達
藤

初
戦
不
戦
勝
の
後
、
２
試
合
を
延
長
戦
の
末
、
よ
う
や
く
死
地
を
脱
し
て
勝
ち
上
が
っ
て
来
た
家

泉
は
、
上
位
入
賞
常
連
の
ダ
イ
コ
ロ
大
金
と
の
準
決
勝
戦
。
開
始
早
々
、
家
泉
は
組
み
手
争
い
か
ら

大
金
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
所
を
、
脇
を
す
く
い
な
が
ら
体
を
浴
び
せ
て
技
あ
り
を
奪
い
、
す
か
さ

ず
寝
技
。
横
四
方
固
か
ら
崩
上
四
方
固
へ
移
行
し
合
せ
技

一
本
。
勝
負
は
あ

っ
け
な
く
決
ま
る
。

一
方
、
第
２
シ
ー
ド
選
手
近
野
も
苦
労
し
て
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦
で
順
当
に
勝
ち
上
が

っ
て
き

た
綜
合
警
備
保
障
大
川
と
交
え
る
。
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
は
、
左
右
の
内
股
で
攻
め
合
う
中
、
近
野

が
２
分
４０
秒
出
足
払
で
効
果
を
奪
う
。
そ
の
後
、
３
分
２０
秒
両
者
指
導
１
を
受
け
な
が
ら
も
、
近
野

が
先
制
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
切

っ
て
決
勝
戦
進
出
を
果
た
す
。

決
勝
戦
は
、
近
野
が
開
始
早
々
２３
秒
に
家
泉
の
大
内
刈
を
返
し
効
果
を
奪
う
が
、
そ
の
後
は
、
家

泉
が
近
野
得
意
の
組
手
に
組
ま
せ
ず
、
徐
々
に
試
合
の
主
導
権
を
握
る
。
そ
し
て
迎
え
た
２
分
１
秒
、

家
泉
は
右
片
襟
の
ま
ま
大
外
刈
で
鋭
く
刈
込
み
、
辛
う
じ
て
堪
え
る
近
野
の
足
に
左
小
足
を
掛
け
て

体
を
浴
び
せ
、
最
後
は
ダ
メ
を
押
す
よ
う
に
畳
に
叩
き
つ
け
る
と
、
主
審
は

一
本
を
宣
告
。
家
泉
、

悲
願
の
初
優
勝
成
る
。

燿
ガL

優勝した家泉選手

(旭化成)

家
泉
の
話

０３
～
０４
年
に
ケ
ガ
で
練
習
が
出
来
な

い
日
々
を

過

ご
し
た
。
今
日
は
柔
道
に
見
切
り
を

つ
け
る
気

持
ち
で
臨
ん
だ
。
優
勝

で
き
て
本
当

に
嬉
し

い
。

講
道
館
杯
で
は

一
つ
一
つ
全
力
で
戦
い
た
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
家
泉
　
留
不
危
化
０

準
優
勝
　
近
野
貞
治

繍
△口整一属
保
』

第
３
位
　
大
金
良
二

９
イ
コ
里

第
３
位
　
大
川
康
隆

緑
△四整言備
保
し

▽
準
々
決
勝

○
家
泉
　
掬
い
投
　
岡
田

盆
畿
通
□

○
大
金
　
優
勢
勝
　
小
齋

何
Ｅ
ｘ
ｃ
Ｏ

Ｏ
大
川
　
優
勢
勝
　
深
川

荷
Ｅ
ｘ
ｃ
Ｏ

Ｏ
近
野
　
優
勢
勝
　
坂
本

Ｃ
コ
ち

▽
準
決
勝

○
家
泉
　
△
口
せ
技
　
大
金

○
近
野
　
優
勢
勝
　
大
川

▽
決
勝

○
家
泉
　
大
外
刈
　
近
野



男
子
９。
ｋｇ
級
　
”本
大
（〓初
出
場
の矢
等
、
決
勝
戦
三
本
勝
で快
勝
し
、
優
勝
に花
を
添
・を
“

了
徳
寺
学
園
矢
寺
は
、
試
合
巧
者
ぶ
り
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
戦

で
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
近
藤
と
対
戦
。
左
右
の
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
は
、

５５
秒
両
者
指
導
１
の
ま
ま
、

組
手
争
い
に
終
始
し
引
分
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ス
コ
ア
ー
方
式
に
よ
る
延
長
戦
は
あ

っ
け
な
く
勝
負
が

決
し
た
。
矢
寺
が
開
始
間
も
な
く
巴
投
に
身
を
捨
て
る
と
、
近
藤
は
横
転
し
効
果
。
矢
善
決
勝
戦
に

進
む
。

か
た
や
、
第
２
シ
ー
ド
、
過
去
準
優
勝
、
第
３
位
入
賞
と
優
勝
を
逃
し
続
け
、
今
年
こ
そ
は
と
意

気
込
む
セ
コ
ム
筒
井
は
、
３
回
戦
で
の
日
体
大
柔
友
会
櫻
井
と
の
接
戦
以
外
は
順
調
に
勝
ち
進
む
。

日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
正
木
と
の
準
決
勝
戦
は
、
１
分
１５
秒
内
股
で
効
果
、
１
分
３０
秒
両
者
に
指
導

１
の
後
、
１
分
４８
秒
に
筒
井
に
指
導
２
。
筒
井
は
ポ
イ
ン
ト
リ
ー
ド
を
許
す
が
、
２
分
３‐
秒
に
放

っ

た
鋭
い
小
外
刈
が
見
事
に
決
ま
り

一
本
。
筒
井
再
び
決
勝
戦
進
出
。

決
勝
戦
は
、
矢
群
が
筒
井
の
奥
襟
を
狙
い
、
筒
井
が
こ
れ
を
嫌
う
展
開
が
続
き
、
１
分
４０
秒
両
者

に
指
導
１
。
ほ
ど
な
く
、
矢
寄
が
十
分
に
左
の
組
手
を
取

っ
た
状
態
か
ら
右
引
手
を
離
し
、
低
く
筒

井
の
懐
に
飛
び
込
む
と
同
時
に
筒
井
の
右
内
股
を
握
り
、
す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
畳
に
飛
び
込
め
ば
、

２
分
１３
秒
筒
井
は
背
中
か
ら
畳
に
沈
む
。
本
大
会
初
出
場
の
矢
寺
、
初
優
勝
を

一
本
勝
で
飾
る
。

優勝した矢青選手

(了徳寺学園)

矢
青
の
話

右
足
首
を
骨
折
し
引
退
を
考
え
た
時
期
も
あ

っ
た
。

こ
の
大
会
は
柔
道

の
集
大
成

の
つ
も
り
で
臨
ん
だ
。

再
浮
上
す
る
為

の
い
い
感
じ
を

つ
か
め
た
。
続

く
講
道
館
杯
も

こ
れ
か
ら
の
全
て
の
試
合

に
も
勝

っ
て
、
再
び
日
本
代
表
を
目
指
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
矢
寄
雄
大

？
徳
寺
学
Ｓ

準
優
勝
　
筒
井
友
和

Ｃ
コ
ち

第
３
位
　
近
藤
秀
作

荷
Ｅ
ｘ
ｃ
Ｏ

第
３
位
　
正
木

一
将

會
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
じ

▽
準
々
決
勝

○
近
藤
　
△
口
せ
技
　
小
川

奮
西
医
写
園
附
曇
骨
し

○
矢
寺
　
優
勢
勝
　
齋
藤

Ｃ
コ
ち

○
正
木
　
小
外
刈
　
竹
森

含
回宮
接
骨
じ

○
筒
井
　
優
勢
勝
　
白
井

Ｃ
コ
６

▽
準
決
勝

○
矢
寄
　
優
勢
勝
　
近
藤

○
筒
井
　
谷
落
　
　
正
木

▽
決
勝

○
矢
寄
　
朽
木
倒
　
筒
井

男
子
８‐
胞
）級

　

”
谷
口
、
僚
友
角
地
に
柔
道
を
さ
せ
ず
、
う
れ
し
い
初
優
勝
“

昨
年
準
優
勝
の
旭
化
成
谷
日
は
、
立
ち
上
が
り
苦
戦
す
る
も
地
力
を
発
揮
し
勝
ち
上
が
る
。
準
決

勝
戦
は
、
第
３
回
戦
に
辛
勝
し
た
以
外
は
す
べ
て

一
本
勝
で
勝
ち
進
ん
だ
セ
コ
ム
仲
田
と
対
戦
。
共

に
左
組
手
同
士
の
対
戦
は
、
中
盤
過
ぎ
の
２
分
３４
秒
、
仲
田
に
与
え
ら
れ
た
指
導
１
が
唯

一
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
、
谷
日
が
苦
し
み
な
が
ら
２
年
連
続
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

対
す
る

一
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
角
地
は
、
準
々
決
勝
戦
で
元
フ
ラ
ン
ス
代
表
ピ

エ
ー
ル

・
フ
ラ

マ
ン
と
の
死
闘
を
指
導
１
の
ポ
イ
ン
ト
で
制
し
、
準
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。
僚
友
石
橋
と
の
対
戦
は
、

３０
秒
指
導
１
を
奪
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
反
撃
に
転
じ
、
１
分
１７
秒
石
橋
の
左
腕
を
か
い
く
ぐ

っ
て
右

足
を
飛
ば
し
、
小
外
掛
か
ら
体
を
浴
び
せ
倒
し
て
、
石
橋
を
背
中
か
ら
沈
め
る
。
角
地

一
本
勝
で
２

年
ぶ
り
決
勝
戦
進
出
。

同
僚
且
つ
東
海
大
同
窓
の
決
勝
戦
は
、
開
始
１
分
、
後
輩
の
谷
国
が
潜
り
込
み
な
が
ら
角
地
の
足

を
取
り
朽
木
倒
か
ら
後
ろ
に
押
し
込
み
、
効
果
で
先
取
。
そ
の
後
も
角
地
は
左
変
形
の
谷
口
を
攻
め

あ
ぐ
ね
、
指
導
２
。
長
い
リ
ー
チ
を
利
用
し
た
谷
日
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
、
昨
年
の

準
優
勝
の
雪
辱
を
果
た
し
、
う
れ
し
い
初
優
勝
。

優勝した谷口選手

(旭化成)

谷
国
の
話

今
年
か
ら
旭
化
成
に
就
職
が
決
ま
り
、
安
定
し

た
環
境
に
な

っ
た
の
で
是
非
と
も
優
勝
し
た
か

っ
た
。

決
勝

の
角
地
先
輩
と
は
良
く
知

っ
て
い
る
だ
け

に
思

い
切

っ
た
技
が
出
せ
な
か

っ
た
。
普
段
使
わ

な

い
技
を
仕
掛
け
る
チ
ャ
ン
ス
も
狙

っ
て
い
た
が

先
輩
も
粘
り
強
か

っ
た
。
今
年
が
勝
負

の
年
、
講

道
館
杯
も
制
し
た
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
谷
口
　
徹

危
化
必

準
優
勝
　
角
地
信
太
郎

危
化
じ

第
３
位
　
伸
田
直
樹

Ｃ
コ
ち

第
３
位
　
石
橋
剛
士

冠
化
ど

▽
準
々
決
勝

○
谷
回
　
半円
負
投
　
山
田

全
一豪
化
学
物
め

○
仲
田
　
内
股
　
　
有
留

緑
△山整
中備
保
じ

○
角
地
　
優
勢
勝
　
ピ
千
ル
・〓
妥

含
本
健
康
開
老

○
石
橋
　
大
外
刈
　
吉
川

自
士
舘
柔
道
ク
ラ
ゼ

▽
準
決
勝

○
谷
口
　
優
勢
勝
　
伸
田

○
角
地
　
小
外
掛
　
石
橋

▽
決
勝

○
谷
口
　
優
勢
勝
　
角
地



男
子
７３
ｋｇ
級

”背
、
最
言
擢
警
ど
、

６６
緩
経
茎
顕
緊
廣
“

過
去
最
多
１００
名
の
参
加
と
な

っ
た
こ
の
階
級
の
戦
い
は
ま
れ
に
見
る
激
戦
と
な

っ
た
。

８‐
蛇
級
か
ら
階
級
を
落
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
了
徳
寺
学
園
野
瀬
は
、
豪
快
な
技
を
連
発
し
全

て

一
本
勝
で
準
決
勝
戦
に
進
出
。
対
す
る
昨
年
の
覇
者
綜
合
警
備
保
障
の
石
川
も
、
こ
れ
ま
た
快
進

撃
で
勝
ち
上
が
る
。
両
者
技
あ
り
を
奪
い
合

っ
て
引
分
の
後
の
延
長
戦
で
、
左
組
の
野
瀬
が
右
組
の

石
川
に
組
勝
ち
、
１
分
２
秒
大
外
刈
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
敗
を
決
す
る
。

一
方
の
ア
ル
ゼ
北
川
は
、
逆
に
階
級
を
上
げ
て
出
場
し
、
２
階
級
制
覇
を
目
指
す
。
国
士
舘
柔
道

ク
ラ
ノ
鞭
馬
と
の
準
決
勝
戦
は
、
左
右
の
ケ
ン
カ
組
手
の
組
手
争
い
で
、
１
分
過
ぎ
ま
で
静
か
な
攻

防
が
続
い
た
が
、
１
分
５４
秒
、
組
勝

っ
た
北
川
の
狙
い
す
ま
し
た
内
股
が
炸
裂
、
鞭
馬
大
き
く
宙
に

浮
か
ん
で
畳
に
沈
む
。
北
川
が
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

決
勝
戦
は
、
両
者
組
合
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
２
を
受
け
る
。
延
長
戦
か
と
思
え
た
残
り
２
秒
、

野
瀬
が
右
手
で
北
川
の
左
膝
辺
り
の
ズ
ポ
ン
を
握
る
と
、
北
川
も
有
手
で
野
瀬
の
ズ
ボ
ン
の
左
膝
辺

り
を
握
る
。
そ
の

一
瞬
の
攻
防
は
北
川
が
野
瀬
を
上
回
り
、
野
瀬
は
堪
ら
ず
尻
か
ら
倒
れ
、
北
川
は

両
こ
ぶ
し
を
挙
げ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
北
川
は
野
瀬
を
技
あ
り
で
降
し
、
４
年
前
の
６６
蛇
級
優
勝
に

続
く
２
階
級
制
覇
。

優勝したJDH選手

(ア )レゼ)

北
川
の
話

最
後
は
あ
れ
し
か
な
か

っ
た
。
野
瀬
は
大
幅
に

体
重
を
落
と
し
て
こ
の
階
級
に
挑
戦
し
て
き
た
。

自
分
も
筋
肉
が
付
さ
す
ぎ
て
１０
蛇
減
量
し
、
こ
の

階
級
に
挑
戦
し
た
。
お
互
い
厳
し
い
戦

い
だ

っ
た
。

教
師
を
し
た
あ
と
も
う

一
度
世
界
に
挑
戦
し
た
い

思
い
で
、
ア
ル
ゼ
の
社
長
や
監
督
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
勝

っ
て
多
く
の
方
々
の
ご
恩
に
報

い
た
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
北
川
勝
広

ラ
ル
ゼ

準
優
勝
　
野
瀬
英
豪

？
徳
寺
学
已

第
３
位
　
石
川
美
久

奪
△田肇
中備
保
し

第
３
位
　
鞭
馬
裕
輝

自
士
舘
柔
道
ク
ラ
ゼ

▽
準
々
決
勝

○

石

川

　

後

腰

　

　

乾

言

柔
整
差調
求
サ
ー
ビ
乙

○
野
瀬
　
掬
い
投
　
横
山

，
ク
パ
計
□

○
北
川
　
優
勢
勝
　
明
先

ξ
る
や
接
骨
し

（）
師
と
茄
　
占β
酷
二

朕
■
側
（日
本
文
理
大
学
ク
ラ
ブ
）

▽
準
決
勝

○
野
瀬
　
優
勢
勝
　
石
川

○
北
川
　
払
腰
　
　
鞭
馬

▽
決
勝

○
北
川
　
優
勢
勝
　
野
瀬

男
子
６６
ｋｇ
級
　
”復
活
鳥
居
、
延
長
戦
を
勝
ち
抜
き
４
度
目
の
Ｖ
。
更
な
る
高
み
に
挑
戦
“

階
級
を
上
げ
て
の
出
場
、

６。
蛇
級
に
続
く
優
勝
を
狙
う
セ
コ
ム
中
野
は
、
了
徳
寺
学
園
篠
崎
等
の

強
豪
に
競
り
勝
ち
、
準
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。
ア
ー
パ
ン
セ
キ

エ
リ
テ
ィ
大
和
と
の

一
戦
は
、
右

組
中
野
が
左
組
大
和
を
足
払
い
で
攻
め
、
１
分
３
秒
素
早
い
動
き
か
ら
の
小
外
刈
で
効
果
。
更
に
、

１
分
５‐
秒
背
負
投
で
技
あ
り
を
奪
う
や
、
す
か
さ
ず
袈
裟
固
に
抑
え
て
合
せ
技

一
本
。
中
野
決
勝
戦

に
臨
む
。

か
た
や
、
旧
６５
蛇
級
と
併
せ
三
度
優
勝
の
了
徳
寺
学
園
鳥
居
は
、
本
大
会
久
し
ぶ
り
の
出
場
。
初

戦
か
ら
寝
技
の
冴
え
を
見
せ
て
の
進
撃
。
僚
友
西
野
と
の
辛
決
勝
戦
は
、
鳥
居
が
試
合
を
攻
勢
に
進

め
る
も
引
分
。
延
長
戦
で
は
開
始
早
々
の
２‐
秒
、
鳥
居
得
意
の
巴
投
に
西
野
が
枝
転
。
こ
れ
が
効
果

の
判
定
と
な

っ
て
試
合
終
了
。
鳥
居
は
７
年
ぶ
り
の
決
勝
戦
進
出
を
決
め
る
。

決
勝
戦
。
両
者
、
共
に
技
が
出
ず
５７
秒
に
両
者
に
指
導
１
。
そ
の
後
鳥
居
は

一
本
背
負
、
巴
投
、

飛
び
つ
き
十
字
固
と
果
敢
に
攻
め
る
も
決
め
手
な
く
、
中
野
も
釣
手
の
み
の
背
負
投
で
鳥
居
の
体
を

泳
が
せ
る
も
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
ず
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
戦
も
同
様
な
試
合
の
展
開
で
時
間
が
経
過
し
、

勝
負
の
判
定
は
旗
判
定
に
。

３３
歳
ベ
テ
ラ
ン
な
が
ら
攻
め
続
け
た
鳥
居
に
自
旗
２
本
が
上
が
り
、
鳥

居
平
成
１０
年
以
来
、
旧
６５
蛇
級
と
併
せ
て
４
度
目
の
優
勝
。
夢
を
追

っ
て
講
道
館
杯
に
隔
む
。

鳥
居
の
話

中
野
と
は
初
対
戦
だ
が
、
毎
週
水
曜
日
に
練
習

（実

業
団
合
同
練
習
）
し
て
い
る
。
手
強
い
相
手
な
の

で

一
瞬
の
油
断
も
許
さ
れ
な
い
と
思

っ
て
い
た
。

講
道
館
杯
で
は
内
柴
、
秋
本
を
倒
し
ま
す
。
世
界

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
ま
で
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
鳥
居
智
男

？
徳
寺
学
□

率
優
勝
　
中
野
真
太
郎

宅
コ
も

第
３
位
　
大
和
大
輔

ラ
ー
バ
ン
セ
キ
ユ
リ
テ
こ

第
３
位
　
西
野
公
章

↑
毎
寺
学
□

▽
準
々
決
勝

○
大
和
　
優
勢
勝
　
干
棄

ａ
學
院
院
友
柔
ラ
ラ
）

○
中
野
　
優
勢
勝
　
古
賀

霧
日
本
裂
警

広
Ｕ

Ｏ
西
野
　
小
内
刈
　
佐
藤

叉
一呆
フ
ー
こ

●
鳥
居
　
優
勢
勝
　
望
月

Ｃ
コ
全

▽
準
決
勝

○
中
野
　
袈
裟
固
　
大
和

○
鳥
居
　
優
勢
勝
　
西
野

▽
決
勝

Ｏ
鳥
居
　
優
勢
勝
　
中
野



男
子
６。
ｋｇ
級

　

”
小
川
、
苦
闘

の
末
大
会
２
年
連
続
優
勝
を
達
成
“

二
連
覇
を
目
指
す
了
徳
寺
学
園
小
川
は
、
第
１
回
戦
、
第
２
回
戦
を
最
小
ポ
イ
ン
ト
差
の
勝
利
に

と
ど
ま
る
も
、
準
々
決
勝
戦
で
は
得
意
の
背
負
投

一
本
で
勝
利
し
気
勢
を
上
げ
て
準
決
勝
戦
に
進
出
。

小
川
は
自
衛
隊
体
育
学
校
浅
野
に
１
分
４５
秒
効
果
を
奪
わ
れ
先
制
さ
れ
る
が
、
残
り
３０
秒
小
川
起
死

回
生
の

一
本
背
負
が
決
ま

っ
て

一
本
。
小
川
が
逆
転
勝
で
２
年
連
続
決
勝
戦
進
出
を
果
た
す
。

対
す
る
日
体
大
柔
友
会
亀
崎
は
、
同
窓
の
先
輩
ま
る
や
接
骨
院
鈴
木
と
の
準
決
勝
戦
を
、
１
分
９

秒
場
外
付
近
に
て
大
外
刈
で
有
効
を
奪

っ
た
後
は
、
鈴
木
の
猛
攻
を
し
の
ぎ
、
唯

一
の
ポ
イ
ン
ト
を

守
り
切

っ
て
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
る
。

決
勝
戦
は
、
両
者
技
ら
し
い
技
の
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
、
２
分
８
秒
亀
崎
に
ピ
ス
ト
ル

・
グ
リ

ツ
プ
で
の
指
導
１
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
小
川
が
単
発
の
巴
投
で
亀
崎
を
揺
さ
ぶ
る
が
、
効
な

く
そ
の
ま
ま
ブ
ザ
ー
。
攻
防
の
乏
し
い
決
勝
戦
を
小
川
、
昨
年
に
続
き
連
続
優
勝
を
遂
げ
る
。

優勝した」WII選手

(了徳寺学園)

小
川
の
話

亀
崎
は
高
校
、
大
学
と
後
輩
で
、
長
く
付
き
人

務
め
て
く
九
た
。
思
い
出
深
い
試
合
に
な
っ
た
の
で
、

高
校
の
先
輩
に
報
告
す
る
。
お
世
話
に
な

っ
た
多

く
の
人
達
に
報
い
る
為
に
も
優
勝
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
た
。
今
日
優
勝
で
自
信
も
深
ま

っ
た
。
野
村
、

江
種
の
壁
は
厚
い
が
、
世
界

・
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
を

目
指
す
。

【成
　
縞
】

優
　
勝
　
小
川
武
志

？
徳
寺
学
巳

準
優
勝
　
亀
崎
俊
昭

ａ
体
大
柔
褒
３

第
３
位
　
浅
野
大
輔

曾
衛
隊
体
育
学
必

第
３
位
　
鈴
木
祐
介

ξ
る
や
接
骨
じ

▽
準
々
決
勝

○
小
川
　
“円
負
投
　
　
新
野

曾
衛
隊
体
育
学
必

○
浅
野
　
”円
負
投
　
　
松
本

含
体
大
柔
褒
３

０
鈴
木
　
横
四
方
回
　
△
フ
田

自
衛
隊
体
育
学
必

○
亀
崎
　
優
勢
勝
　
　
山
本

爺
△田警
備
保
し

▽
準
決
勝

○
小
川
　
“円
負
投
　
　
浅
野

○
亀
崎
　
優
勢
勝
　
　
鈴
木

▽
決
勝

○
小
川
　
優
勢
勝
　
　
亀
崎

男
子
２２
歳
未
満

　

”
松
岡
、
新
人
同
士
、
同
じ
オ
ー
生

本
勝
の
山
崎
三

本
勝
で
制
し
優
炉

三
菱
重
工
名
古
屋
の
新
人
山
崎
は
、
長
身
を
生
か
し
た
足
技
と
寝
技
で
初
戦
か
ら

一
本
勝
で
勝
利

を
重
ね
勝
ち
進
む
。
準
決
勝
戦
は
、
開
始
早
々
の
３０
秒
日
本
貨
物
鉄
道
高
橋
が
伏
せ

っ
た
所
を
、
山

崎
が
腰
絞
で
攻
め
れ
ば
、
高
橋
思
わ
ず
参

っ
た
。
新
人
山
崎
、
猶
も
オ
ー
ル

一
本
勝
を
重
ね
決
勝
戦

に
進
出
。

一
方
、
十
全
会
十
全
病
院
松
岡
も
今
年
高
校
卒
業
の
新
人
。
こ
れ
ま
た
初
戦
か
ら
多
彩
な
投
技
を

駆
使
し
て
オ
ー
ル

一
本
勝
で
勝
ち
上
が
る
。
奇
し
く
も
準
決
勝
戦
の
相
手
は
山
崎
と
同
じ
三
菱
重
工

名
古
屋
所
属
の
池
上
。
両
者
の
対
戦
は
、
松
岡
が
３。
秒
袖
釣
込
腰
で
効
果
を
奪
い
、
２
分
２０
秒
に
は

小
外
掛
技
あ
り
で
池
上
を
転
が
し
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固
に
押
え
込
ん
で

一
本
。
松
岡
も
快
進
撃
で

決
勝
戦

へ
。

決
勝
戦
は
、

‐８‐

ｃｍ
、

８５
蛇
長
身
の
山
崎
と
‐７２

師
ヽ

‐‐５
蛇
重
量
の
あ
る
松
岡
と
の
対
戦
。
開
始
早
々

の
１７
秒
、
松
岡
は
山
崎
の
左
釣
手
が
離
れ
た
瞬
間
、
右
組
か
ら
低
く
股
間
に
飛
び
込
む

一
本
背
負
。

山
崎
を
担
ぎ
上
げ
な
が
ら
前
方
に
巻
込
め
ば
、
山
崎
は
ご
ろ
り
と
１
回
転
し
背
中
か
ら
畳
に
着
地
。

松
岡
、
オ
ー
ル

一
本
勝
で
初
優
勝
を
飾
る
。

優勝した松岡選手

(十全会十全病院)

松
岡
の
話

補
助
看
護
士
の
仕
事
と
準
看
護
士
の
免
許
を
と

る
為
の
学
習
に
追
わ
れ
て
、
思
う
よ
う
な
稽
古
が

出
来
ず
自
信
が
無
か

っ
た
。
得
意
技
の
背
負
い
は

左
右
ど
ち
ら
で
も
掛
け
ら
れ
る
。

一
試
合

一
試
合
、

思
い
切
り
良
く
攻
め
た
事
が
優
勝
に
繋
が

っ
た
。

と
て
も
嬉
し
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
松
岡
晃
史

Ｔ
会
ム十
全
病
じ

準
優
勝
　
山
崎
　
盲
賓
一二菱
重
工

名
古
５

第
３
位
　
一局
橋
慎
太
郎

曾
本
貨
物
鉄
導

第
３
位
　
池
上
勇
気

全
二菱
重
工

名
古
５

▽
準
々
決
勝

○
山
崎
　
横
四
方
固
　
田
辺

Ｔ
全
牟

聖
明
病
し

○
高
橋
　
横
四
方
回
　
渡
辺

牟
全
会

回
生
病
じ

○
松
岡
　
優
勢
勝
　
　
及
川

７
徳
寺
学
□

○
池
上
　
袈
裟
固
　
　
梶
本

∩
西医
事
冊
竪
畠
）

▽
準
決
勝

○
山
崎
　
絞
技
　
　
　
一局
橋

○
松
岡

〈
口
せ
技
　
　
池
上

▽
決
勝

○
松
岡
　

一
本
背
負
　
山
峙



女
子

７８
ｋｇ
超
級

　

”
新
人
馬
籠
す

べ
て
寝
技

の

一
本
勝

で
初
優
勝
“

昨
年
準
優
勝
の
ヤ
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
清
水
は
、
初
戦

一
本
勝
の
後
の
準
決
勝
戦
は
大
阪
凰
林

医
療
学
院
近
藤
と
対
戦
。

４。
秒
両
者
指
導
１
後
、
清
水
が
近
藤
の
体
勢
不
十
分
な
ま
ま
仕
掛
け
た
内

股
を
潰
し
、
上
四
方
固
に
押
さ
え
る
も
８
秒
で
近
藤
場
外
に
逃
れ
る
。
そ
の
後
３
分
４４
秒
、
清
水
が

大
外
刈
で
攻
め
る
と
見
せ
て
の
小
外
掛
が
見
事
に
決

っ
て

一
本
。
清
水
２
年
連
続
決
勝
戦
進
出
。

一
方
の
ほ
の
ぼ
の
会
馬
籠
は
、
危
な
げ
な
く
準
決
勝
戦
に
進
出
し
、
日
水
製
薬
長
谷
川
と
の
対
戦
。

１
分
４０
秒
に
フ
ェ
イ
ン
ト
気
味
の
二
段
モ
ー
シ
ョ
ン
の
小
外
掛
で
技
あ
り
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
袈

裟
固
に
抑
え
２
分
３０
秒
、
合
せ
技

一
本
。
馬
籠
２
試
合

一
本
勝
で
難
な
く
決
勝
戦
進
出
。

決
勝
戦
は
、
体
格
に
勝
る
馬
籠
は
清
水
の
奥
襟
を
掴
ん
で
、
小
内
刈
、
払
腰
と
攻
勢
に
出
る
。
１

分
を
過
ぎ
清
水
が

一
本
背
負
に
来
た
と
こ
ろ
を
、
馬
籠
は
こ
れ
を
潰
し
寝
技
に
。
清
水
の
腕
を
極
め

な
が
ら
う
ま
く
回
り
込
ん
で
、
１
分
４６
秒
崩
上
四
方
固
に
押
え
込
む
。
そ
の
後
、
横
四
方
固
に
移
行

し

一
本
。
新
人
馬
籠
す
べ
て
寝
技
の

一
本
勝
で
初
優
勝
。

常 F

優勝した馬籠選手

(ほのぼの会 )

馬
籠
の
話

全
力
で
攻
め
る
事
だ
け
を
考
え
試
合
に
臨
ん
だ
。

決
勝
戦
は
締
め
技
か
ら
入

っ
て
巧
く
相
手
の
体
を

返
す
こ
と
が
で
き
た
。
初
出
場
で
初
優
勝
出
来
て

嬉
し
い
。
講
道
館
杯
も
含
め
日
の
前
の
試
合
を

一

つ
一
つ
勝
つ
こ
と
が
目
標
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
馬
籠
恵
子

ほ
の
ぼ
安
３

準
優
勝
　
清
水
伊
穂
理

や
ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
乙

第
３
位
　
近
藤
麻
美

叉
阪
鳳
林
医
療
学
し

第
３
位
　
長
谷
川
貴
美
子

言
水
製
き

▽
二
回
戦

○
清
水
　
　
横
四
方
固
　
長
谷
川

ｃ
云
砦
ё

Ｏ
近
藤
　
　
払
巻
込
　
　
甲
斐

Ｒ
Ａ
写
古
３

０
馬
籠
　
　
袈
裟
固
　
　
中
井

含
本
エー
スサポーじ

○
長
谷
川
　
払
巻
込
　
　
佐
藤

緑
食
一申備
保
じ

▽
準
決
勝

○
清
水
　
　
支
釣
込
足
　
近
藤

○
馬
籠
　
　
袈
裟
固
　
　
長
谷
川

▽
決
勝

○
馬
籠
　
　
上
四
方
固
　
革月
水

女

子

７８
ｋｇ
級

　

”
平
岡
、
３
試
合

一
本
勝
で
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠
に
輝
く
“

コ
マ
ツ
松
崎
は
、
準
決
勝
戦
で
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
長
瀬
と
対
戦
。
松
崎
は
左
体
落
、
右

一
本

背
負
を
狙
い
、
長
瀬
は
長
身
か
ら
右
内
股
、
右
大
外
刈
、
右
大
内
刈
で
攻
め
る
。
３
分
１６
秒
に
、
引

き
手
を
掴
ん
だ
松
崎
が
大
内
刈
か
ら
足
車
に
連
絡
す
れ
ば
、
長
瀬
は
こ
れ
を
払
釣
込
足
で
返
そ
う
す

る
も
尻
か
ら
倒
れ
、
効
果
。
長
瀬
は
猛
反
撃
に
移
る
が
、
松
崎
も
積
極
さ
を
失
わ
ず
応
戦
し
時
間
。

松
崎
は
見
応
え
の
あ
る

一
戦
を
制
し
、
自
身
３
度
目
の
決
勝
戦
進
出
を
果
た
す
。

対
す
る
平
成
国
際
大
学
柔
道
ク
ラ
ブ
平
岡
は
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
岡
田
と
の
準
決
勝
戦
。

右
組
同
士
の
両
者
、
１
分
５９
秒
に
平
岡
が
小
内
刈
で
効
果
を
奪
い
先
取
。
そ
の
後
も
平
岡
が
終
始
攻

勢
に
出
て
、
終
盤
の
４
分
９
秒
に
小
外
掛
を
岡
田
が
支
釣
込
足
で
返
し
に
来
る
所
を
、
平
岡
が
浴
び

せ
る
よ
う
に
倒
し
て

一
本
。
平
岡
２
度
目
の
決
勝
戦
進
出
。

決
勝
戦
。
序
盤
は
松
崎
が
優
勢
に
試
合
を
進
め
る
が
、
平
岡
は
中
盤
か
ら
攻
勢
に
転
じ
、
３
分
１５

秒
大
外
刈
か
ら
大
内
刈

へ
の
連
絡
技
で
技
あ
り
。
リ
ー
ド
さ
れ
反
撃
に
転
じ
た
松
崎
が
時
間
切
れ
寸

前
内
股
に
攻
め
る
も
、
平
岡
が
こ
れ
を
松
崎
の
左
軸
足
に
右
足
を
掛
け
小
外
掛
で
返
せ
ば
、
ブ
ザ
ー

と
同
時
に
松
崎
は
仰
向
け
に
倒
れ

一
本
。
平
岡
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠
。

と

平
岡
の
話

２
度
目
の
優
勝

で
と
て
も
嬉
し
い
。
常

に
‐００
％

の
力
を
出
す

こ
と
が
私

の
モ
ッ
ト
ー
。
あ
ま
り
先

の
事
を
考
え

て
も
空
回
り
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も

一
つ
ひ
と

つ
全
力
で
し
ぶ
と
く
勝
負
し
て
い

き
た
い
。

優勝した平岡選手

(平成国際大学柔道クラブ)

【成
　
績
】

優
　
勝
　
平
岡
麻
美

〒
成
国
際
大
学
柔
道
ク
ラ
ゼ

準
優
勝
　
松
崎
み
ず
ほ

ａ
マ
と

第
３
位
　
長
瀬
め
ぐ
み

？
徳
寺
学
団

第

３

位

　

岡

田

紘

味

全
一弄

住
友
海
上
火
災
保
必

▽
準
々
決
勝

○
長
瀬
　
払
腰
　
　
松
田

９
カ
Ａ
ア
ィ
カ
を

○
松
崎
　
優
勢
勝
　
鳥
谷
部

Ｏ
コ
ち

○
岡
田
　
体
落
し
　
服
部

曾
衛
隊
体
育
学
必

○
平
岡
　
不
戦
勝
　
近
藤

９
イ
コ
Ｄ

▽
準
決
勝

○
松
崎
　
優
勢
勝
　
長
瀬

○
平
岡
　
小
外
刈
　
岡
田

▽
決
勝

○
平
岡
　
小
外
掛
　
松
崎



女
子

７。
ｋｇ
級

　

”
七
條
、
激
し
い
攻
防
の
試
（画を
勝
ち
抜
き
、
う
れ
し
い
初
優
勝
“

了
徳
寺
学
園
七
條
は
、
強
一象
三
井
住
友
海
上
火
災
貝
山
を
延
長
戦

に
よ
る
接
戦

の
末
内
股
透

か
し

で
破

る
ほ
か
は
、
他

の
３
試
合
を
簡
単

に
片
付
け
勝
ち
上
が
る
。
今
村
整
骨
院
今
村
と

の
準
決
勝
戦
は
、

七
條
が
奥
襟
を
が

っ
ち
り
引

い
て
今
村
を
圧
迫

し
、
相
手

の
下

が
る
所
を
大
内
刈
、
大
外
刈

で
攻
め

る
展
開
。
七
條
、
１
分
４５
秒
大
内
刈
有
効
。
２
分
２７
秒
大
内
刈

か
ら
大
外
刈

に
変
化

し
技
あ
り
。
３

分
１３
秒
得
意

の
大
内
刈

で
合
せ
技

一
本
。

か
た

や
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
清
水
千
品
は
、
準

々
決
勝
戦

で
６３
唯
級
元
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ

ン
ワ
イ

エ
ス
フ
ー
ド
手
島

（旧
姓
前
田
）
を
接
戦

の
末
降
し
、
準
決
勝
戦

に
駒
を
進
め
る
。
了
徳
寺

学
園
山
下
と

の
対
戦
は
、
清
水
が
開
始
早

々
か
ら
左

一
本
背
負
を
連
発
し
５６
秒

に
効
果
。
１
分
４０
秒

山
下

の
反
撃
を

か
わ
し

て
小
内
巻
込

で
有
効
を
奪

い
、
そ

の
ま
ま
一屑
固

に
押
え

る
。
新
鋭
清
水
、　
一

本
勝

で
決
勝
戦
初
進
出
す
。

七
條
右
組
、
清
水
左
組

の
ケ

ン
カ
組
手

の
両
者

の
決
勝
戦
。
長
身

の
七
條
は
大
外
刈
、
大
内
刈
、

上
背

の
無

い
清
水
は
低

い
背
負
投
と
互

い
に
攻
め
合
う
も
、
互

い
に
不
十
分

で
引
分
け
る
。
延
長
戦

で
は
、
清
水
が
や
や
攻
勢

に
進
め
る
中
、
３
分

１６
秒
組
際

の

一
瞬
、
七
條
が
右
大
外
刈

で
鋭
く
刈
込

め
ば
、
清
水
た
ま
ら
ず
横
転
。
七
條

が
見
応
え

の
あ

る
攻
防
を
技
あ
り

で
制

し
、
七
條

に
初
優
勝

の

米
冠
。

優勝した七條選手

(了徳寺学園)

七
條
の
話

決
勝
戦
は

一
番
厳
し
い
試
合
だ

っ
た
。
気
持
ち

だ
け
は
負
け
ま

い
と
、
と
に
か
く
前

に
出
続
け
た

事
が
良

い
結
果
に
な

っ
た
。
更
に
稽
古
を
積
ん
で
、

講
道
館
杯

で
も
優
勝
し
て
世
界

へ
の
き

っ
か
け
に

し
た
い
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
七
條
芳
美

？
徳
寺
学
曼

準

優

勝

　

革
月
水

千

晶

全
二
丼
住
友
海
上
火
災
保
Ｂ

第
３
位
　
〈
フ
村
磨
紀

ａ
フ村
整
骨
じ

第
３
位
　
山
下
亜
希

？
徳
寺
学
已

▽
準
々
決
勝

〇
七
條
　
内
股
す
か
し
　
貝
山

全
一を
友海上
共業
保じ

○
今
村
　
優
勢
勝
　
　
内
田

９
イ
コ
Ｄ

Ｏ
清
水
　
優
勢
勝
　
　
手
島

９
イ
エ
ス
フ
ー
じ

○
山
下
　
優
勢
勝
　
　
本
田

含
本
文
理
大
学
ク
ラ
）

▽
準
決
勝

〇
七
條
　
△
口
せ
技
　
　
△
フ
村

○
清
水
　
一肩
固
　
　
　
山
下

▽
決
勝

〇
七
條
　
優
勢
勝
　
　
清
水

女
子
６３
ｋｇ
級

”
徳
久
、
逆
転
の
押
え
込
み
で
念
願
の
優
勝
を
手
中
に
す
る
“

日
水
製
薬
束
野
は
、　
一
本
勝
で
勝
ち
進
み
セ
コ
ム
吉
澤
と
の
準
決
勝
戦
。
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
の

対
戦
は
、

４８
秒
吉
澤
に
指
導
１
。
１
分
２‐
秒
互
い
に
大
腰
の
打
合
い
か
ら
束
野
が
右
手
で
吉
澤
の
軸

足
の
右
足
を
掴
ん
で
、
吉
澤
を
転
が
し
有
効
を
奪
う
。
そ
の
後
は
、
吉
澤
は
矢
継
ぎ
早
に
多
彩
な
攻

め
で
反
撃
す
る
が
、
束
野
は
こ
れ
を
終
了
間
際
の
指
導
１
の
み
に
と
ど
め
、
決
勝
戦
初
進
出
を
果
た
す
。

対
す
る
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
徳
久
は
、
セ
コ
ム
滝
日
と
準
決
勝
戦
で
対
戦
。
両
者
ケ
ン
カ
組

手
の
戦
い
で
見
る
べ
き
攻
防
は
な
く
引
分
け
る
。
続
い
て
延
長
戦
に
移
り
、
試
合
は
中
盤
寝
技
の
攻

防
と
な
る
が
、
３
分
１
秒
徳
久
が
腕
挫
十
字
固
に
入
る
と
、
滝
日
が
畳
を
叩
き
、
徳
久
が
決
勝
戦
に

駒
を
進
め
る
。

決
勝
戦
は
、

３０
秒
徳
久
が
場
外
に
足
を
踏
み
出
し
指
導
１
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
東
野
は
奥
襟
を

掴
ん
で
払
腰
で
攻
め
、
徳
久
は
ケ
ン
ケ
ン
内
股
で
攻
め
合
う
が
、
双
方
ポ
イ
ン
ト
な
く
時
間
が
経
過
。

最
小
得
失
点
差
で
迎
え
た
中
盤
過
ぎ
、
徳
久
が
背
負
投
に
入
り
、
疲
れ
た
束
野
が
伏
せ

っ
た
所
を
、

徳
久
は
寝
技
で
執
拗
に
攻
め
る
。
３
分
１０
秒
、
つ
い
に
束
野
の
足
が
抜
け
縦
四
方
固
に
。
続
い
て
横

四
方
固
に
移
行
し
２５
秒
経
過
。
徳
久
、
念
願
の
初
優
勝
を

一
本
勝
で
飾
る
。

優勝した徳久選手

(三井住友海上火災保険)

徳
久
の
話

束
野
と
は
去
年
負
け
た
相
手
な

の
で
意
地

で
も

勝
ち
た
か

っ
た
。
気
持
ち
は
焦
る
ば
か
り
だ

っ
た
が
、

巧
く
抑
え
込
め
て
良
か

っ
た
。
講
道
館
杯
も
今
日

の
課
題
を
克
服
し
優
勝
し
た
い
。

【成
　
縞
】

傷
」

”勝

　
姑
Ｔ
久

　
眸埋

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

準
優
勝
　
束
野
妙
利

言
水
製
碁

第
３
位
　
土
口澤
穂
波

Ｃ
コ
ち

第
３
位
　
滝
回
並
穂

Ｃ
コ
６

▽
準
々
決
勝

（）
土
口
理
洋　
　
福
堡
型
紀
勝
一　
　
　
山
Ｉ
野
「
（広
島
大
学
柔
道
ク
ラ
ブ
）

○
束
野
　
△
口
せ
技
　
　
中
野

自
衛
隊
体
育
学
必

○
滝
口
　
優
勢
勝
　
　
谷
本

ヨ
マ
と

（働
マ
偲
好
ス
　
店優
執力
牒
ワ
　
　
　
〈
フ
＃オ
（北
関
東
綜
合
警
備
保
障
）

▽
準
決
勝

○
束
野
　
優
勢
勝
　
　
土
口
澤

○
徳
久
　
腕
挫
十
字
固
　
滝
回

▽
決
勝

○
徳
久
　
横
四
方
固
　
束
野



女
子
５７
ｋｇ
級
　
”徐
々
に
調
子
を
上
げ
た
新
人
宮
本
、
決
勝
戦
を
寝
技
で
制
し
、
初
制
評

こ
の
階
級
は
、
女
子
の
部
過
去
最
多
３３
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
な

っ
た
。

佑
啓
会
ふ
る
里
学
舎
坂
東
は
、
寝
技

一
本
勝
で
勝
ち
上
が
り
、
コ
マ
ツ
吉
成
と
の
準
決
勝
戦
。
坂

東
は
、
１
分
３８
秒
袖
釣
込
腰
で
技
あ
り
を
奪
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
反
撃
に
移
り
、
２
分
５
秒
大
内
刈

技
あ
り
で
タ
イ
に
持
ち
込
む
。
続
く
３
分
１７
秒
肩
車
有
効
。
残
り
４０
秒
坂
東
の
浅
い
大
外
刈
を
吉
成

が
返
そ
う
と
体
を
入
れ
替
え
た

一
瞬
、
逆
に
坂
東
の
刈
足
が
深
く
入
り
吉
成
は
真
後
ろ
に
倒
れ
、　
一
本
。

攻
防
激
し
い
見
応
え
の
あ
る

一
戦
も
後
半
猛
攻
し
た
坂
東
が
制
す
。

か
た
や
、
了
徳
寺
学
園
の
新
人
宮
本
は
、
調
子
が
出
ず
辛
う
じ
て
準
決
勝
戦
に
進
出
。
対
す
る
コ

マ
ツ
岩
田
は
、
３
試
合
オ
ー
ル

一
本
勝
で
勝
ち
上
が
る
。
注
目
の
両
者
の
対
戦
は
、
宮
本
が
１
分
過

ぎ
に
指
導
１
、
３
分
２４
秒
に
指
導
２
を
奪
い
、
残
り
２８
秒
に
は

一
本
背
負
で
技
あ
り
。
残
り
１４
秒
大

内
刈
効
果
と
続
け
ざ
ま
に
ポ
イ
ン
ト
を
奪
取
。
宮
本
よ
う
や
く

エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
り
始
め
、
決
勝
に

駒
を
進
め
る
。

決
勝
戦
、
開
始
早
々
、
宮
本
は
坂
東
を
寝
技
で
攻
め
縦
四
方
固
で
押
え
込
む
。
坂
東
は
１９
秒
で
こ

れ
を
よ
く
逃
れ
る
。
宮
本
は
１
分
４９
秒
に
小
外
掛
で
技
あ
り
。
中
盤
は
、
両
者
も
つ
れ
て
寝
技
の
攻

防
と
な
り
、
宮
本
が
坂
東
の
三
角
絞
を
外
す
と
同
時
に
、
２
分
４０
秒
袈
裟
固
に
押
え
込
む
。
合
せ
技

一
本
、
宮
本
う

っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
快
勝
で
優
勝
を
勝
ち
取
る
。

優勝した宮本選手

(了徳寺学園)

宮
本
の
話

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
代
表
か
ら
漏
れ
た
時
は
と

て
も
悔
し
か
っ
た
。
世
界
代
表
は
去
年
こ
と
。
今

年
は
割
り
切

っ
て
新
た
な
挑
戦
を
し
た
い
。
初
出

場
の
大
会
な
の
で
序
盤
は
体
が
固
く
、
思
う
よ
う

な
試
合
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
優
勝
と
い
う
結
果

を
良
し
と
し
た
い
。
初
心
に
戻
り

一
戦

一
戦
力
を

出
し
切
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
。

【成
　
績
】

優
　
勝
　
宮
本
樹
理

亨
徳
寺
学
已

準
優
勝
　
坂
東
亜
沙
美

俗
賢
怠
る
里
学
含

第
３
位
　
吉
成
麗
子

ａ
マ
と

第
３
位
　
山石
田
千
絵

ヨ
マ
と

▽
準
々
決
勝

○
坂
東
　
横
四
方
固
　
山
中

Ｆ
康
牟

小
泉
病
し

○
吉
成
　
優
勢
勝
　
　
桂

Ｃ
コ
６

０
宮
本
　
優
勢
勝
　
　
峯
田

Ｃ
コ
ち

○
岩
田
　
内
股
　
　
　
一二
浦

言
水
製
き

▽
準
決
勝

○
坂
東
　
大
外
刈
　
　
吉
成

○
宮
本
　
優
勢
勝
　
　
山石
田

▽
決
勝

○
宮
本
　
袈
裟
回
　
　
坂
東

女

子

５２
ｋｇ
級

　

”
吉
村

、
岡
崎

の
四
連
覇
を
阻

み
、
嬉

し

い
初
優
勝
“

創
電
社
岡
崎
は
、
快
調
に
進
撃
し
準
決
勝
戦
で
も
富
士
柔
道
ク
ラ
ブ
望
月
を
内
股
、
足
払
い
で
圧

倒
す
る
。
Ｈ
秒
技
が
出
な
い
望
月
に
指
導
１
。
続
い
て
３
分
４
秒
指
導
２
。
３
分
４８
秒
反
撃
に
出
る

望
月
の
動
き
が
止
ま

っ
た
瞬
間
、
岡
崎
が
狙
い
す
ま
せ
た
よ
う
な
大
内
刈
を
放

つ
と
、
見
事
に
決
ま

り

一
本
。
岡
崎
今
年
も
決
勝
戦

へ
。

一
方
。
セ
コ
ム
吉
村
も
オ
ー
ル

一
本
勝
で
準
決
勝
進
出
。
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
の
新
人
村
日

と
の
対
戦
は
、
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
決
め
手
が
な
い
ま
ま
に
推
移
す
る
も
、
村
日
が
次
第
に
腰
を
引

き
防
御
の
姿
割
に
な
る
。
残
り
４６
秒
に
は
吉
村
が
小
外
刈
で
村
日
を
崩
し
、
直
ち
に
寝
技
に
入
る
。

吉
村
は
首
を
決
め
な
が
ら
う
ま
く
回
り
込
み
、
残
り
１６
秒
に
上
四
方
固
め
で
決
め
、
決
勝
戦
進
出
。

昨
年
の
準
決
勝
戦
は
延
長
戦
で
岡
崎
が
吉
村
を
降
し
た
因
縁
の
対
決
。
長
身
の
岡
崎
が
奥
襟
を
制

し
て
強
引
な
大
外
刈
、
大
外
巻
込
、
内
股
で
攻
め
る
が
、
吉
村
は
前
傾
姿
勢
で
こ
れ
を
し
の
ぎ
、　
一

方
の
吉
村
は
何
度
か
内
股
を
放

つ
も
岡
吋
は
難
な
く
防
ぐ
。
残
り
３３
秒
、
岡
吋
が
執
拗
に
掛
け
た
大

外
刈
が
膝
か
ら
崩
れ
、
吉
村
が
低
い
姿
勢
か
ら
体
を
浴
び
せ
る
と
、
岡
吋
は
尻
か
ら
畳
に
落
ち
効
果
。

吉
村
は
岡
崎
の
四
連
覇
を
阻
み
う
れ
し
い
初
優
勝
。
２
階
級
で
５
度
の
優
勝
に
輝
く
岡
崎
に
は
あ
き

ら
め
さ
れ
な
い
一
瞬
の
攻
防
で
あ

っ
た
。

優勝した吉村選手

(セ コム)

吉
村
の
話

４
運
覇
を
阻
止
し
た
い
気
持
ち
も
少
し
は
あ

っ

た
が
、
昨
年
か
ら
選
抜

，
実
業

・
講
道
館
杯
と
３

連
敗
し
て
い
る
か
ら
何
と
し
て
も
勝
ち
た
か
っ
た
。

岡
崎
さ
ん
に
勝

っ
て
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
、
と

て
も
嬉
し
い
。
講
道
館
杯
で
も
優
勝
し
て
国
際
大

会
で
活
躍
し
た
い
。

【成
　
縞
】

優
　
勝
　
吉
村
依
子

Ｏ
コ
も

準
優
勝
　
岡
崎
綾
子

罰
電
と

第
３
位
　
望
月
加
奈
子

合
星
柔
道
ク
ラ
ゼ

第

３

位

　

村

口
ゆ

い

全
二
丼
住
友
海
上
火
災
保
必

▽
準
々
決
勝

○
岡
崎
　
縦
四
方
固
　
児
玉

Ｐ
‐
Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ
ｎ
３

（▼
胡
工
日
卿
　
福
好
型
記
勝
一　
　
　
派
坐
野
¨
（北
関
東
綜
合
吾
備
保
障
）

○
村
口
　
優
勢
勝
　
　
近
藤

§

・
Ｔ

９

０
吉
村
　
袈
裟
固
　
　
黒
木

３
蚕
奉阪
和
病
じ

▽
準
決
勝

○
岡
崎
　
大
内
刈
　
　
望
月

○
吉
村
　
上
四
方
固
　
村
回

▽
決
勝

○
吉
村
　
優
勢
勝
　
　
岡
崎



女
子
４８
ｋｇ
級
　
”
宝
亘
⌒由
美
、
延
長
戦
を
制
し
、
昨
年
に
続
い
至
置
回
の
栄
冠
“

昨
年
に
続
さ
優
勝
を
狙
う
コ
マ
ツ
宝
は
、
十
全
会
回
生
病
院
枝
村
と
の
準
決
勝
戦
を
攻
勢
に
試
合

を
進
め
る
。
１
分
１９
秒
片
襟
背
負
投
を
掛
け
、
枝
村
が
残

っ
た
所
を
猶
も
体
を
捻

っ
て
枝
村
を
横
転

さ
せ
有
効
を
奪
う
。
続
く
２
分
４４
秒
に
も
低
い
背
負
投
で
有
効
を
奪

っ
た
後
、
寝
技
に
攻
め
上
四
方

固
に
押
え
、
最
後
は
袈
裟
固
に
移
行
し

一
本
。
宝
２
年
連
続
決
勝
戦
進
出
。

一
方
の
大
阪
凰
林
医
療
学
院
上
原
は
、
古
賀
塾
山
本
と
の
準
決
勝
戦
で
終
了
間
際
に
疲
れ
の
見
え

た
山
本
か
ら
、
場
外
際
で
渾
身
の
力
を
込
め
振
り
回
す
よ
う
な
大
外
刈
で
畳
に
沈
め
、
技
あ
り
を
奪
い
、

決
勝
戦
進
出
を
決
め
る
。

両
者
の
決
勝
戦
は
、
宝
が
５９
秒
右
手
を
上
原
の
膝
に
当
て
て
の

一
本
背
負
で
有
効
を
奪
え
ば
、
上

原
は
、
２
分
５２
秒
釣
手
を
離
し
た
宝
が
前
に
出
る
瞬
間
を
捉
え
た

一
本
背
負
で
有
効
を
奪
う
。
そ
の

後
は
両
者
有
効
を
各
１
個
奪
う
が
引
分
け
、
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
戦
で
は
、
開
始
早
々
の
Ｈ
秒
宝

が
低
い
姿
勢
か
ら
右

一
本
背
負
に
入
り
、
こ
れ
を
受
け
る
上
原
の
右
膝
を
抱
え
て
す
く
う
よ
う
に
前

に
回
転
す
れ
ば
、
上
原
は
堪
ら
ず
横
転
し
、
主
審
は
有
効
の
宣
告
。
そ
の
瞬
間
、
宝
の
二
運
覇
成
る
。

優勝 した宝選手

(コ マツ)

宝
の
話

今
日
は
全
体
的
に
詰
め
が
甘
か

っ
た
。
決
勝

で

は
延
長
戦

に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
先
に
攻
め
る
事

だ
け
を
意
識
し
て
い
た
。
講
道
館
杯
も
優
勝
を
狙
う
。

続
く
試
合
も
全
力

で
勝
ち
続
け
て
、
確
実

に
力
を

付
け
た
い
。

〕
工
　
首
歪
円
華
〈
（コ
マ
ツ
）

上

原

郁

美

叉

阪
鳳
林
医
療
学
じ

撤
客
何
硲
り
す

（十
全
会
　
回
生
病
院
）

山

本

聡

子

吾

賀
豊

【成
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】
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勝

準
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勝

第
３
位

第
３
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勝

○
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四
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勢
勝

優
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浜
国
大
柔
友
会
）

公
塁
ハ

（た
ん
ぼ
ぼ
助
産
院
）

並
秘
＃
オ

（北
関
東
綜
合
警
備
保
障
）

主
日

（近
大

ク

ラ
ブ

）

上

原
山 枝
本 村

78kg超級

(静
哨

馬籠 上四方固 清水

旦呆

1 00kg超級

十

片洪J 内股 落合

１
■

止 t
90kg級   矢寺 朽木倒 筒井78kg級  平岡 小外掛 松崎



績成 表

10松 山 (旭 化 成 )

2 尾 本 (九 州 電 力 )

3 石 崎 (NEXCO)
4市 岡 (ア ル ゼ )

5 村 越 慎 (綜 合 警 備 保 障 )

6 冨  岡 (本 田技研韓 本 )

7 紺 野 (京 葉 ガ ス )

9  永  井 (新 日本製鐵広畑)

10 石 原 (日 本 通 運 )

11 羽 田 帥婦環境ソリユーシヨ刀

12園  田 (戸 高鉱業社)

13佐 々田 (ダ イ コ ロ )

14福  岡 (高 富接骨院)

15 森  (九 州 電 力 )

16 尾見谷 (日 経サービス)

18山 下 (東 レ 滋賀 )

19 村 越健 (綜 合警備保障)

21 中 布↓ (セ コム上信越)

22小 林 (東 芝 )

23保 立 (ア ル ゼ )

24 武 内 (は り ば )

25 出 水 (三 菱化学物れ

26  渭
' 

匹](東 レ 滋賀 )

27 佐  藤 (東日本旅客鉄道)

28 竹  本  (十 全会 回生病院)

29 堀  日 (井 野 整 形 外 科 )

30 工  藤 (綜 合 警 備 保 障 )

31田 中 (大 阪 ガ ス )

32合 田 (ダ イ コ ロ )

33  桑  房ミ ( 九 州 電 力 )

34 落  合  (新 日本製鐵 広畑)

35     】ヒ    (大 阪府桑道整復師柔道連露)

36  平   野  ( 旭 化 成 )

37 向  ナ||(日 本中央競馬会)

38 山  岡 (十全会 聖明病院)

390里  山 (平 成 管 財 )

募];子 1 00kg起封段(78程【)

○印はシード選手

400大  鋸 ( 旭 化 成 )

41前 田 (東 芝 )

42   嶺   (九  )‖ 電 力 )

43 伊  藤 (セ コム上信越)

型  永  田 (�朦 選 飾 雑 題 )

45 佐  藤  (日 本中央競馬会)

46 大 藤 (綜 合 警 備 保 障 )

47 岩  佐  (東 日本旅客鉄道)

49 青  木 (日 新警備保障)

50 中 島 (高 宮接骨院)

51 大  田丁 (日 経サービス)

52山 口 (ア ル ゼ )

53 松  原 (十全会十全病院)

54 高  嶋 (K Kス ポーツ)

56田 村 (NEXCO)
57河 野 (旭 化 成 )

58 佐  藤 (新日本製鏡広畑)

59古 賀 (京 葉 ガ ス )

60 南  (九 州 電 力 )

61堀 内 (ダ イ コ ロ )

62 カ日 潮F(王子製紙 苫小牧)

63 山  本 (本 田技研琳 本 )

64市 ナH(京 葉 ガ ス )

65市 ノ渡 (平 成 管 財 )

66 鎮  守 (十 全会回生病院)

67 秋  田 (綜 合 警 備 保 障 )

68 片  渕 (日 本中央競馬会)

69 ■  元 (滋 賀刑務所 )

70 万  丈 (綜 合 警 備 保 障 )

71 田 代 (は り ば )

72木 村 (旭 化 成 )

73釘 抜 (大 東 柔 整 )

74 刈ヽ山田 (神 戸柔道クラブ)

75  /1ヽ  カト(近 畿 通 関 )

76樋 日 (日 本 通 運 )

780森  田 (新 日本製飼 広畑)



績 表

10筒  井 (平 成 管 財 )

2 芳  垣 (東 京消防庁 )

3 家 泉 (旭 化 成 )

5 設 楽 (東 洋 水 産 )

6  望邑  月 (セ ントラル警備保障)

7  俗, 日  (日 本中央競馬会 )

8 古  澤 (綜 合警備保障)

9 岡 田 (近 畿通 関 )

11浅 野 (ア ル ゼ )

12本 郷 (セ コ ム )

15  生  井  (北関輔合警備保障)

16芥 田 (明 道 館 )

19 新  垣 ( ア ル ゼ )

20  準写  饗ユ( セ コ ム )

21  大  沈貫 (セントラル警備保障)

22  /1ヽ   舞亭(N E X CO)

23田 中 (ミ ズ ノ )

24中 山 (東 芝 )

25 稲  葉 (十全会聖明病院)

26 多  田 (ミ ツウロコ)

27 世I 本  (綜 合警 備 保 障 )

28伊 勢 (JAKE」 APAN)

29  〕貢  列卜 (国學院院友柔道クラブ)

30 岡  田 (東 レ,法 賀 )

31 伊劉脇 (ク ラレ・岡山)

32田 中 (甲 南柔友会 )

33 麻  生 (了 徳寺学回 )

340大  金 ( ダ イ コ ロ )

男1子 1 00kg級 (69荘4)

○印はシード選手

350大  ナII(綜 合 警 備 保 障 )

36 織  茂 (東 京 消 防 庁 )

37  瑞盾  田   (東京洵上日動火災保険)

38 】ヒ ツR(十 全会 聖明病院)

39 中  嶋 (ク ラ レ 岡 山 )

41増 田 (セ コ ム )

43 中  村  (新 日本製鋼 広畑 )

44ナ |1 波 (九 州電力 )

46 佐久間 (ア リレゼ )

47 オミ 狐I(日 本中央競馬会 )

唱 ナII 口 (ダ イ コ ロ )

49柴 田 (セ コ ム )

50 桑  形 (赤門柔道倶楽部)

51  妨三 オミ (セントラル警備保障)

52  湧ミ  ナ||(N E X CO)

53 坂  本 (了 徳寺学園)

54 匹i 田 (東 日本旅客鉄道)

55  坂  本 ( セ コ ム )

56 森  (日 本 通 運 )

57橋 本 棚職ソリユシヨ功

58 タカヤフ ( ア リレ ゼ )

59 安  部 (杏文柔道クラブ)

60  本目  局ミ( 旭 化 成 )

62 /Jヽ  山島 (日 体 大 柔友 会 )

63 /Jヽ  す京  (十 全会 十全病院 )

64 準争  奪子 (高 宮接骨院 )

65 大  漉 (東 レ 滋賀 )

66 田 矢 (日柔整請求サービス)

67  /1ヽ  壁7(セントラル讐備保障)

690近  野  (線 合 警 備保「章)



成 績 表

10落 合 (セ コ ム )

3松 岡 (了 徳寺学国)

4釣 谷 υット,―クエクスブレか

5 倉  吉 (京 棄 ガ ス )

6 関 根 (セントラサ曙備保障)

7相 馬 (東 芝 )

8大 漉 (東 レ・濯 )

9近 藤 (NEXCO)
10 津  江  (新 日本製2Hノ 幡ヽ )

11 河  ヽ ナH師 医療学目lljF整 骨院)

12 二r 農

'(吉

川工業 名古屋 )

13 杉  村 (ダ イニッカ)

14四  宮 (滋 賀刑務所)

15吉 村 (ゆうスポーツクラ功

16 矢  部 (セ コム上信越)

17   泉   (十全会,回 生病院)

18 信  國 (三井柔道クラブ)

19 平  野 (綜 合警備保障)

20 冨  田 (遠 藤塾道場 )

21 河ヽ 国 似トリアインターナショカの

22 フト 図 (杏文柔道クラブ)

23久 米ナ||(東 芝 )

24 橋  本 (東 京消防庁)

25 草 刈 (京 葉 ガ ス )

26  手こそ事ナII(神翔環境リリューション)

27齋 藤 (セ コ ム )

28 今 井 (日 本通 運 )

29  矢  根  (日柔整請求サービス)

30 松  本  (十 全会・十全病院)

31笠 原 (セ コ ム )

32永 野 (三菱重工 名古屋)

33 森  (大 東 柔 整 )

34西 野 (JAKE」 APAN)

35浅 田 (大 阪 ガ ス )

86砂 原 (近 畿 通 関 )

370矢  寺 (了 徳寺学国 )

豪〕i子90kg細i(75荘つ

○印はシード選手

380中  濱 (京 票 ガ ス )

39 〔子 瀬質(平 成 管 財 )

40 本す  L (近 畿 通 関 )

41 月 野 σトリアインタサシヨカの

42 堀  田 (吉川工業,名 古屋)

43 長  岡 (セ コム上信越)

44中 根 (東 芝 )

45  正  オミ (日本エースサポート)

46  が子  薄]( M 」 C )

47竹 森 (高 宮接骨院)

48 吉 田 (十全会・回生病院)

50 高  橋 (東 京消防庁 )

51 清  7k(自 衛隊体育学校 )

52 佐  藤 (ツ クパ計画)

58 前 田 (九 州 電力 )

54  /1ヽ  ルト(ナ リレックス)

55飯 銅 (セ コ ム )

560竹  消畠 (了 徳 寺 学 園 )

57 どこ 誓夕 (東 レ 滋 賀 )

58  宮   山計 (航空自衛隊木更津塁地)

59 山  田 (JAKEJAPAN)

60 小  野 (綜 合警 備 保 障 )

62  酒巨 局言 (セントラ}峰備保障)

63 田 端 (十全会聖明病院)

64 剰子 審里 (河 内厚生会)

65  りt 本す (東 京消防庁)

66白 井 (セ コ ム )

67 曽ド オξ(  東  芝  )

68 石  橋 (ダ イニッカ)

72 桑  原  (十 全会,十全病院)

73 櫻  井  (日 体 大柔 友 会 )

750筒  井 ( セ コ ム )



績

10谷  日 (旭 化 成 )

2 竹 田 (セ コ ム )

3 徳  日日 (ト ヨタ自動車)

4 佐  竹 (ダ イニツカ )

5 軽  部 (了 徳寺学国 )

6  日  下  (横浜国大柔友会)

7  塚  圧](日本エースサポート)

8 比留チ||(高 宮接骨院)

9 美  馬 (神戸柔道クラブ)

10 山  本  (九 州大学道友剣

11 島  本 (東 レ ,滋 賀 )

12茶 園 (東 芝 )

13 山  下|(三菱重工 名古屋)

14 橋  本 (河 内厚生会 )

15 水  落 (松 前柔道クラブ)

16 横  山 (昌 田 自動 織 働

17  岩   本↓ (日 柔整請求サービス)

18 山  〕或 (関 西大学柔友会 )

19 山  田 (三 菱 化 学 物 流 )

20 上  薗 (KKス ポーツ)

21 後  藤 (ワ イエスフード)

23 尾  辻 (リ キ マ ン )

24 υ, 田  (吉 川工業 名古屋 )

25 洸ヒ J二 (京 葉 ガ ス )

26 太  田 (豊 田 自動 織 機 )

27 彦ト ツ((近 畿 通 関 )

28仲 田 (セ コ ム )

29 城之内 (」 FEス チール)

30 中 塚 (新 日本製鐵ツヽ幡)

32 鹿  内  (東 日本旅害鉄道 )

33 長 谷 川 欲繭 熱 整復螺 道連勒

85 有  留 (綜 合 警 備 保 障 )

86村 上 (K Refine)

38 立  野  (三 菱 化 学 物 流 )

40  清  ガく(日柔整請求サービス)

43  )( 平 σドリアインターナショナリ
44   青目  (十全会 十全病院)

45  本∫ J三 ( M 」 C )

男子81 kg細i(90名 )

○印はシード選手

47  ナ|1  淵子(N E X C O)

48 松  平 (ト ヨタ自動車)

49 石  井 (河 内厚生会 )

50 松  田 (ゆ うスポーツクラカ

51 中馬場 (本 田技研 熊本)

52 伊  東 僚京海上日動火災保険)

53 高  島 (日 本 通 運 )

54 松  本 (KKスポーッ)

55 西  澤 (東 レ 滋 賀 )

56 ピエール (日 本健康開発)

57 ナ|1  準ζ(セ ントラル警備保障)

58中 サ||(東 芝 )

59角 地 (旭 化 成 )

60 南  部 (三 菱 化 学 物 流 )

61西 村 (セ コ ム )

62東 迫 (豊 田 自動 織 機 )

63  濱   蟹7(ヤツクスケアサービス)

64 富  松  (十 全会 十全病院)

65  後   藤  (航空自衛隊木更津基地)

66 三三 井,(甲 南 柔 友 会 )

67道 脇 (安 川 電 機 )

68 袖 山 (フ ツトヲクエクスブレか

69 平  井 (豊 田自動織機)

70田 中 (ダ イ コ ロ )

71平 野 (近 畿 通 関 )

72 濡子 チト(セ ントラル警備保障)

78 吉 ナ|1伺士舘柔道クラ刀

74 ネ申 局ミ(日柔整請求サービス)

75 三  熊  (東 日本旅客鉄道 )

76 松  山 (新 日本製鐵 ノ＼幡)

77 山 下 (は り ば )

78 中 村 (東 レ 滋賀 )

79 神  谷 (綜 合警備保「章)

80 福  田 (ア イシン精機)

81田 中 (月B後 銀 行 )

82 能 勢 ω船境ソリユショ刀

83 木  谷 lI子 製紙・苫小牧 )

84 1 木 (か なや 接 骨 院 )

85 横  山 (井 野 整 形 外 科 )

86 長 久 保
g朝 院友柔道クラカ

87 柴  崎 (大 京 フ ー ズ )

89 カ日 藤  (十 全会 聖明病院)

900石  橋 ( 旭 化 成 )



績 表

10石  ナ||(綜 合警備保障)

2 河 野 (日 本通運 )

3 早  ナH(川 国市役所)

4  向  井  (吉 川工業 名古屋)

5 重  原 (関 西 電 力 )

6 向 野 (M」 C)

8  新  谷  (関西大学柔友会 )

9 岩  田 (東 京 消 防 庁 )

10 野 々 部  (豊 田 自動織 機 )

11岡 本 (東 芝 )

12 】ヒ 井 (新 日本製鋼ノヽ幡)

13    車乞   (日柔整請求サービス)

14 下  野 (ッ クバ計画 )

16 平  川 伏肺 雑 謙 朧 働

17 高  橋  (松前柔道クラブ)

19 黒  江  (日 本健 康 開発 )

20 イ頂  田 (綜 合警 備保 障 )

21 寺  居  (同 志社WRJC)

22 前  田  (錦秀会 阪和病院)

23 阿  部  (ヮ ィェスフード)

24 宮 崎 (は り ば )

25  芝三 潮【 (ナ チュラル)

26  田  窪 ( 済 美 学 国 )
27 谷 岡 (甲 南柔友会 )

28  
～
苺 オミ (大 阪 ガ ス )

29 濱  上 (豊 田自動織機)

30 横  山 (ッ クバ計画)

31 加  藤 (建 装 工業 )

32 芽封  嶋,(新 日本製鐵・八幡 )

38  月J  府  (日柔整請求サービス)

34 だ三 璃儒 (セントラル讐備保障)

35車 谷 (養 気 塾 )

36 木  内 (東 日本キヨスク)

37 雰条  亦こ (十全会 回生病院)

38 野  瀬 (了 徳 寺 学 園 )

39 永  岡  僚京洵上日動火災保険)

40 高  橋  (東 日本旅客鉄道 )

41 横  田 (綜 合警 備保 障 )

42 オミ 独I(自 衛隊体育学校 )

43 伊 志 嶺 (伊 志 嶺 商 会 )

坐 塚 田 (東 洋 水 産 )

45 奥 村 (稲嚇ソリユシヨカ

46 金 杉 (秋 元 道 場 )

47 今  井  (井 野整形外科)

48 延  島 (ま るや接骨院)

49沖 田 (九 州 電 力 )

50  渡  邊  (ク ラレ 岡山)

男子73kg級 (100名 )

○印はシード選手

510松 原 (セ コ ム )

52斎 藤 (JAKE」 APAN)

58 粟飯原 (古 賀 塾 )

54 田 口 錫田ター日け―ビス)

55 高  橋  (新 日本製鋪 広畑 )

56  】ヒ ナ||( ア ル ゼ )

57 佐  イ白 (新 日本製鐵 ハ幡 )

58  つk メL(大 京フーズ)

59 中  島 (自 衛隊体育学校 )

61宮 本 (松前柔道クラブ)

62中 村 (京 栗 ガ ス )

63 荒  平 (了 徳寺学国)

64 芝  崎 (秋 元 道 場 )

66高 野 鱒晰ツリューショ功

67 明 先 (ま るや接骨院)

68 平 岡 (ゆうスポーツクラ功

69 青  柳 (東 京消防庁 )

71 高  須 (豊 田自動織機)

72石 井 (セントラル讐備保障)

73鈴 木 僚京洵上日動メ改保働

74石 村 (綜 合 警 備保 障 )

75板 倉 (東 芝 )

77  井卜 ■1(広島大学柔道クラ刀

79  冽R  肋i(関西学院柔道クラカ

80   磯    (東 レ 滋 賀 )

81 坂  本 (井 野 整 形 外科 )

82市 来 (関西大学柔友会 )

83 野  崎  (日 本 貨 物 鉄道 )

離  鞭  馬  (国 士舘柔道クラブ)

85 藤  猪  (大阪日林医療学院)

87森 本 (綜 合 警 備 保 障 )

88  三二 痺](日柔整請求サービス)

89  有  サ||(ツ クノヽ計画)

90田 中 (東 芝 )

91 大田黒 (KKス ポーツ)

92藤 村 (日 本文理大学クラカ

98   )京   (十全会・回生病院)

94 岡  本 (東 日本旅客鉄道 )

95 篠 崎 (九 州 電 力 )

96皆 田 (東 洋 水 産 )

97 藤  原 (新日本製鐵大分)

98 齋  藤 (杏 文柔道クラブ)

99  壁予 渭雲 (ク ラレ 岡山)



成 績 表

2 山  本 ●らん焼 建ヨ翔 レシリ

3  7耳  罪采 (東京海上日動火災保険)

4 佐  藤  (駒 澤大学柔友会 )

5  ,エ  テ藤 (松前柔道クラブ)

6  奥  (坂 井 印 刷 )

7 櫻  田 (綜 合 警 備 保 障 )

8 冷  水 (豊 田 自動 織 機 )

9  千  葉 9學院院友柔道クラカ

10 西  嶋  (吉川工業 名古屋)

12 鳥 入 (近 畿 通 関 )

18 角 田 (セ コム上信越)

14  大  不日 (アーバンセキュリテイ)

15  宋  (ジ ,レ切レ■フリか

16 古  田 (大阪凰林医療学院)

17 西  倉 lFL崎引ヒ柔道クラカ

18 中 島 (ス ポーツ会館)

19 白 神 (ク ラレ 岡山)

200篠  崎 (了 徳寺学国)

21 紺 野 (杏 文柔道クラブ)

22 青  木 (ス ポーツ会館)

23 今  澤 (神 戸柔道クラブ)

24中 野 (セ コ ム )

25 岩  本 (関酢 購 醐 離 骨励

26  辻  可こ (日 本エースサポート)

27 喜 多 く大 阪 ガ ス )

28 菊  田 (東 日本旅客鉄道)

29 本  田 (セ ントラル警備保障)

30 山 野 (大 阪刑務所 )

31 小宮 山 υットワクエクスブレか

33 宮  田 (綜 合 警 備 保 障 )

34 中  村  (自 衛隊体育学校 )

35 河 上 (九 州 電 力 )

36 蛯  名 (ま るや接骨院)

37 羽佐 田 (ト ヨタ自動車)

380古  賀 (新 日本製鉾広畑)

男子66kg級 (76荘ζ)

○印はシード選手

390西  野 (了 徳寺学国)

40  三  心宅(神幻環境ソリユーション)

41 吉  泉 (十 全会 十全病院)

42 1也  田 (綜 合 警 備 保 障 )

43 近  藤 (セ コム 上 信 越 )

44 T4 序語 (三 菱 化 学 物 流 )

45 市  名 (ト ヨ タ 自動 車 )

46 関  根 (吉 サI工業・名古屋)

47 石  ナ||( ア ル ゼ )

48 /1ヽ  ナ||(日 本貨物鉄道)

49  西  オ寸 (ジャ′レシナレヽ一フリース)

50 名こ 潔黒(大 京フーズ)

51 氏  家 (ミ ツウロコ)

52 尾  崎 (ク ッドヒル )

54   笠   (月巴 後 銀 行 )

56 本寸 ナ||(日本エースサポート)

57 渡  邊 (ま るや接骨院)

58 田 中 (ス ポーツ会館)

59中 山 (大 阪 ガ ス )

60  標静 厄子(了 徳寺学園)

61 】ヒ 垣 (ヮ イエスフード)

62 和  泉 (同 志社WRJC)

63  斜ド ガヽ (セントラル警備保障)

64 /1ヽ  門 (綜 合警備保障)

65 荘 司 (紀 宝柔道会 )

66  石  ナ||(  東  芝  )
67 ナ|| 】ヒ (」 FEスチール)

68 妍] 笏ミ( 関 西 電 力 )

69望 月 (セ コ ム )

70  鈴  木 (ナ ルックス)

71 大 森 錫田タ ト,財―ビめ

73池 田 (ミ ズ ノ )

74 斥ξ 瘍詠(ク ラレ・岡山)

75 松  井 13R秀会 阪和病院)

760寺 居 (旭 化 成 )



績

10小 ナ||(了 徳寺学国)

2 金  子 (ま るや接骨院)

3  イチ  渉t(東日本旅客鉄道 )

4藤 ナ||(東 芝 )

5 荘  司 (綜 合警 備 保 障 )

6 藤  後 (セ コム上 信 越 )

8  新  野 (自 衛隊体育学校)

9  本  保 (松前柔道クラブ)

11 未  野  (新日本製錯 大分)

12  前   田  (日本エースサポート)

13 浅  野  (自 衛隊体育学校 )

14岡 部 (大 東 柔 整 )

15 中 垣 (か なや装骨院)

16 大 谷 (大 阪 ガ ス )

17 松  本 (日 体大柔友会)

豪::子 60kg細i(35荘0

○印はシード選手

180今  田 (自 衛隊体育学校)

19 中 村 (セントラザ曙備保障)

20漆 畑 (東 芝 )

21 花  田 (は つとり接骨院)

22 藤  木 (醐嚇 錮 鵬 整齢 )

23 宮  本  (新 日本製鐵 ノヽ幡)

24 須  貝 (河 内 厚 生 会 )

25 中  根 鰻 田 自動 織 機 )

26 鈴  木 (ま るや接骨院)

27正 木 (か なや接骨院)

28 山  本 (綜 合 警 備 保 回

29 f4 独I(新 日本製鏡 大分 )

30  清  成  ( 東 京 ガ ス )

33 亀  崎 (日 体 大 柔 友 会 )

34 タト 村 (ワイエスフード)



績

10高 橋 祐 (日 本 貨 物 鉄 道 )

2  田  辺  (十全会 聖明病院)

3 曽  我 (吉 )II工業 名古屋)

4 中  島 (ァ イ シ ン精 機 )

5 斉 藤 (豊 田 自動 織 機 )

6  矢  野  (十全会 回生病院)

7  岩  本  (新 日本製銘 広畑)

8  山  山苛 (三 菱重工 名古屋)

9 堀  上 (三 菱重工 神戸 )

10 木  原  (仁康会 」ヽ泉病院)

11 甲  斐  (新 日本製鐵 大分)

12  ナ|1  嘴舌 (関西医療学国腑属整骨院)

13 荒 木 (日 本 貨 物 鉄 道 )

14 崎  村 (戸 高 鉱 業 社 )

15 古  澤  (新 日本製野 八幡)

16 高  田 (十 全会 十全病院)

17  仲   ″卜 (日柔整請求サービス)

18 ナ|1 端  (吉川工業・名古屋)

19 イ度  辺  (十全会 回生病院)

20 岡  部 (三 菱重工 神 戸 )

21 ネ申 澤  (東 日本旅害鉄道 )

22 羽  賀 (セ コム上信越)

23 佐  多 (日 本健康開発)

24高 橋 慎 (日 本 貨 物 鉄 道 )

25 三通田 けフイスヨボレショ刀

26 梶  原 (新 日本製鐵大分)

男子22歳未満(53名 )

○印はシード選手

27 進と 田 (十全会 回生病院)

28  及  サ||(了 徳 寺 学 園 )

29 高  橋  (新 日本製鉾 大分)

30 高  精 (セ コム 上 信 越 )

31 坂  日 (日 本 健 康 開発 )

32 鈴  木 (豊 田自動織機)

38丸 峯 (日 本 通 運 )

34 池  山寺 (新 日本製鐵 ノヽ幡)

35 塩  塚 (ア イ シ ン精 機 )

36 奥  田  (大阪凰林医療学院)

37田 村 (東 レ・滋賀 )

38  舘   (日 本貨物鉄道)

39 阪  本 (三 菱重 工 神戸 )

40 松  岡  (十 全会 十全病院)

41 合 田 (平 成 管 財 )

42 高  須 (ナ チユラル )

43 梶  本 傾西医療学目附属整骨励

坐  浅  田 (三 菱重工・神戸 )

45 的  場 (豊 田 自動 構 機 )

46前 田 (0」 C)

47 高  橋 (十全会 聖明病院)

48土 井 (近 畿 通 関 )

49 浮阜 田 (吉川工業・名古屋)

50  関  (日 本 貨 物 鉄 道 )

51 菊  池 師 日本製鐵・大分)

52 上  野  (十 全会・十全病院)

5301也  上  (三菱重工 名古屋)



績

女子78kg超級(9名 )

1 0薪争  水  (ヤックスケアサービス)

2 長谷チ||(セ コム上信越)

3  近  藤  (大阪凰林医療学院 )

4 甲  斐 (K Refinc)

50馬  籠 (ほ のぼの会 )

6  畔1  チト (日 本エースサポート)

7 中 野 (セ コ ム )

8 佐  藤 (綜 合 醤 備 保 障 )

90長 谷 川 (日 水 製 薬 )

歳〔三予78kg細i(12荘φ

10長  瀬 (了 徳 寺 学 剣 )

3  オ状 田 (タ カメディカル)

40烏 谷部 (セ コ ム )

5  吉  村 (十全会回生病院)

60松 崎 (コ マ ツ )

70岡   田  (三井住友海上火災保向

8 自 井 ⊆命館柔道クラカ

9  月反 音【 (自 衛隊体膏学校)

10 今 野 (大 東 柔 整 )

11 平  岡 α成目駄学雑クラの

女子70kg級 (29名 )

10貝  山 ∈ 井住友淘上火災保険)

2  佐  野  (自 衛 隊 体 育 学 校 )

3 米 村 (肥 後 銀 行 )

4 高  木 (龍 谷 クラ ブ )

5 七  條 (了 徳寺 学軍 )

6 坂 川 (古 賀 聖 )

7  1通  口 (タ カメデイカル)

8 今  村 (今 村整骨院 )

9  磋路  時子 (セ ントラル警備保障)

10   森   (  綾  羽  )

11  松  ナ票 (日柔整請求サービス)

12 神  野 (錦秀会 阪和病院)

13内 田 (ダ イ コ ロ )

14 竹  内 (仁康会・71ヽ泉病院)

16(⊃ 璃青  水  ⊂ 井住友海上火災保険)

17 /Jヽ  島  (十全 会 回生 病 院 )

18 杉  山 (松 前柔道クラフ)

19 /Jヽ  松  (大 阪凰林医療学院)

20  畔可  漂呂 (セ ントラル警備保障)

21植 木 (セ コ ム )

22 手  島 (ワ イエスフード)

23 山  下 (了 徳寺学 国 )

24 相  ナ||(ナ チ ュラル )

25 竹  本  (夕 カメディカル)

26  辻  オミ(日柔整請求サービス)

27  オミ  H](日 本文理大学クラ刀

夕〔三干63kgtin(25荘つ

吉

小

山

亀

中

川

　

束

梅

北

中

萩

○１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｌｌ

ｌ２

澤 (セ コ ム )

箇F(立命館柔道クラカ

ロ (夙 ナIIO G C)

山 tt7ックスケアサービス)

野  (広島大学柔道クラカ

畑 (ナ チ ユ ラ ル )

南  (K― Refine)

野 (日 水 製 薬 )

上 (ダ イ コ ロ )

野  (日本エースサポー ト)

野  (自 衛 隊 体 育 学 校 )

,京 (十全 会 回生 病 院 )

130谷 本 (コ マ ツ )

14 末  廣  (十 全 会 回生 病 院 )

15 田  名 (全 国 警 備 保 障 )

16吉 田 (明 道 館 )

17滝 日 (セ コ ム )

18 天  野 (近 大クラブ )

19  有毒  】ド (神飼環境ツリユーシヨン)

20  司
「

  [ヨ  (関西医療学目附属整骨院)

21  令> 芽|(北 関束綜合警備保障)

23 森  山 (錦 秀会 阪和病 院 )

250徳   久  (三井住揃 凱 螺 険)

○印はシード選手



績

夕〔三干57kg細i(33荘ζ)

lC))反  芹こ (佑啓会 ′S、る里学舎 )

3 宮  本 (か なや接骨院)

4  田  籠  (夕 カメディカル)

5  棚  幕尋 (日本エースサポート)

6   原   (十全会回生病院)

180宮  本 (了 徳寺学 園 )

20 増  田  (十全 会 回生 病 院 )

22 松  浦 (近 大 クラブ )

23 井  上 (大 阪凰林医療学院)

24峯 田 (セ コ ム )

25  L 本す (K― Refine)

26三 浦 (日 水 製 薬 )

27 唐  沢 (仁康会」ヽ泉病院)

28山 野 (綾 羽 )

29 村  本  (夕 カメディカル)

30 大  澤 (か なや接骨院)

31佐 藤 (セ コ ム )

32稲 毛 (明 道 館 )

330を幸  圧]( コ マ ツ )

山

滝

７

８

中 (仁康会」ヽ泉病院)

田 (高 宮接骨院 )

9 桂 (セ コ ム )

11  伊  イ冨 (日柔整請求サービス)

12 木  村 (近 大 ク ラ ブ )

14 田  中  (十全 会 回生 病 院 )

15 /Jヽ  島 (自 衛 隊 体 膏 学 校 )

16 赤  阪 (夙 川 OGC)
170吉 成 (コ マ ツ )

女子52kg級 (21名 )

10岡  山諄 (創 電 社 )

2 佐 々木 (ナ チ ユラル )

3 高  田 (全 国 警 備 保 障 )

4 児 玉 (K Ref ne)
5 大  サII(近 大クラブ )

6  愛  場  (錦秀会 阪和病 院 )

7  Mヽ  堅予 (北 関東綜合警備保障)

8 山 崎 (明 道 館 )

10望 月 (富 士柔道クラブ)

110村 口

12 國 本

13 君  島

14  堀

15近 藤

16 黒  木

17 長  畑

18 楯  岡

19 玉  沖

20  提  箸

210吉  村

(三井住友海上火災保険)

(シ ナ ノ 企 画 )

(北関東綜合警備保障)

(近 大 ク ラ ブ )

(S T O)

(錦 秀会 阪和病院 )

(立命館柔道クラブ)

(日 本エースサポー ト)

(セ コ ム 止 信 越 )

(北関東綜合警備保障)

(セ コ ム )

女子48kg級 (8名 )

末

枝

谷

○１

２

３

４

宝  (コ マ ツ )

成  (横浜 国 大 柔 友 会 )

本|(十 全 会 ,回 生 病 院 )

本  (た ん tぎ ぽ 助 産 院 )

井

本

　

原

菅

新

山

　

上○

５

６

７

８

(北関東綜合警備保障)

(古 賀 聖 )

(近 大 ク ラ ブ )

(大 阪凰林医療学院 )

○印はシー ド選手



熱

63kg級   徳久 横四方固 束鰤

48k9級   宝 優発勝 上原

r
73kg級  北川

66kg級

2006年カナダ国際柔道大会結果報告
(海外派遣事業)

平成 18年度の海外派這事業 として、 9月 20日 から27日 の8日 間にか

けて、カナダ。モントリオールで開催された2006年カナダ国際柔道大会

に、国長以下 19福 の日本選手団を派遣した。

参加国はカナダ、アメリカ、スコットランド、ベルギー、ブラジル、

フランス等、計 17ヶ 国。参加人数は298名 (男 子 176名、女子 122名 )

であつた。日本選手団は今回の個人選手権大会の優勝者全員が出場①

〔試含結果〕

階 級 選手名 会社名 成  績

100k冨超級 片渕 慎弥 日本中央競馬会 優   勝

100k冨級 家泉  崇 旭化成 (株 ) 1回戦敗退

90k日級 矢善 雄大 了徳寺学園 2  位

81k口級 谷口  徹 旭化成 (株 ) 優   勝

73kEr級 勝 広 アルゼ (株 ) 5  位

66kR級 鳥居 智男 了徳寺学園 8  位

60k冨級 /1ヽ ナ 武 志 了徳寺学園 1回戦敗退

78k買超級 馬 籠 恵 子 ほのばの会 優   勝

78k冨級 平 岡 麻 美 平成国際大学柔道クラブ 8  位

70k宜級 七條 芳美 了徳寺学園 2  位

63k冨級 徳久  瞳 三井住友海上火災保険 (株 ) 3回 戦敗退

57k冨級 宮本 樹 理 了徳寺学園 2  位

52k買級 吉村 依子 セコム (株 ) 3  位

48k買級 宝 真由美 コマツ 優   腸




